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研究成果の概要（和文）： 

アジアの小児で、HIV、風疹ウイルス、下痢症ウイルス(１１種類)、呼吸器系ウイルス（６種
類）の分子疫学を行った。総じて、我が国と同様の分子疫学の結果を得たが、ヒトと動物との
組換えウイルスが稀ではあるが見られたことは興味深い。さらに未だ報告のない新しい株を見
出した。ブタ、ウシ、環境中にヒトに関係するウイルス汚染が見られた。人獣感染症の危険性
が示唆された。風疹ウイルスの疫学調査から風疹ワクチンの必要性が強く認められた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Molecular epidemiological studies of HIV, rubella virus, 11 types of diarrheal viruses and 7 

types of respiratory viruses were conducted in children in Asia. Overall, the results of the 

molecular epidemiological studies in Asia were similar to those in Japan. It was interesting 

to find that the reassortant strains of viruses among human and animal were observed in 

Asia. Moreover, we also discovered the new strains of the viruses. Our studies 

demonstrated that pigs, calves and environmental contaminations were served as the 

original sources for virus infection to human. This issue rises the important concerning of 

zoonosis infection. Our epidemic survey study of rubella virus also suggested that the 

rubella vaccine is necessary in developing countries. 
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１．研究開始当初の背景 

アジアの多くの発展途上国では、母子感
染（経胎盤および母乳による）、気道・経口
あるいは血液を介する感染症による小児の
死亡が多い。また、新興感染症が小児にも広
がる危険性がある。感染症の広がりにはウイ

ルス側の変異も大きく関係する。ウイルスの
変異を知ることはより有効なワクチン開発
に必要である。アジアでは経済的な理由で既
に市販されている検査試薬も殆ど使われて
いない。従って今までわが国の研究者による
子どもを視点とした継続的なアジアの感染
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症の研究は殆どなされていない。 

 

２．研究の目的 

このような状況の下、最先端の方法で疫
学、予防、治療を行うことが望ましいが、そ
のためにはわが国の研究者自身によるか、ま
たは指導・援助が必要である。しかも緊急性
を要する。ワクチンの開発を視野において
(１)血液関連感染症の分子疫学調査、(２)下痢
症ウイルスおよびエンテロウイルスの診断
と分子疫学的検索、(３)呼吸器系ウイルス、
麻疹･風疹ウイルスの診断、(４)小児のウイル
ス性感染症と環境汚染との接点を探る。 

 

３．研究の方法 

アジアから来た大学院生の出身国を中
心に、ウイルス感染症と思われる小児の血液、
便、鼻咽喉分泌物などを、現地で不活化し安
全な方法でわが国に輸送する。また現地で、
イムノクロマト法などの迅速診断法を用い
てその有用性を評価するとともに臨床成績
もまとめる。輸送した検体は multiplex 
RT-PCRなどの遺伝子診断を行うと共に、必要
に応じて遺伝子解析を行う。さらに酵素抗体
法も必要に応じて行う。 

 
４．研究成果 

（１）HIV：2004-2005 年のベトナム・ホ
ーチミン市の HIV 陽性患児のサブタイプは
CRF01_AEで、V3ループは GPGQが 90%を占め、
当時ベトナムで流行している株と類似した。
プロテアーゼ領域および RT 領域に耐性変異
を見出した。クラミジアニューモニアエ抗体
が 33％陽性であり、免疫不全での日和見感染
による死亡が予測された。（２）風疹ウイル
ス：ベトナム、ラオスなどでは風疹ワクチン
が定期接種となっておらず、風疹の流行や先
天性風疹症候群が見られる。ラオスの学童の
血清風疹抗体を調べたが 53%が陰性であった。
ベトナムで発熱・発疹で外来を訪れる患者の
25%が風疹であった。風疹ウイルスは Clade2B
であった。（３）ベトナムで呼吸器感染症を
遺伝子診断した。RSV を 42%、ライノウイル
スを 29%、A 型インフルエンザを 5%、B 型イ
ンフルエンザを 1%、ヒトメタニューモウイル
スを 1.4%、パラインフルエンザウイルスを
4%見出した。（４）ロタウイルス、ノロウイ
ルス、アストロウイルスのイムノクロマト診
断はアジアの検体でも有効であった。ロタウ
イルスでは G1 型、ノロウイルスでは GII /4
が優勢であった。ヒトパレコウイルス、ヒト
ボカウイルス、アイチウイルスをアジアの国
でも見出した。しかしバングラデシュではロ
タウイルスは G2P[8]が多く、アデノウイルス
は血清型９，10，40を検出した。稀な株とし
てタイで G3P[10] のロタウイルス、スリラ
ンカでヒトパレコウイルス 10,11 型、バング

ラデシュでサポウイルスの自然界での組換
え体を見出した。またタイで Saffold ウイル
スを見出した。（５）タイのブタから E 型肝
炎ウイルス抗体、ブタ コブウイルス遺伝子、
G3,G9,P[23],P[13]のロタウイルスを見出し
た。タイのウシからウシコブウイルス遺伝子
を見出した。（６）中国のカキからノロウイ
ルスを見出し、最近の流行株の遺伝子と一致
した。 

以上のことから遺伝子診断法、遺伝子
解析法、イムノクロマト法などを用い、アジ
アで初めてのウイルス検出が可能となった。
稀ではあるが日本で検出されていない株の
下痢症ウイルスが見出された。また、風疹の
流行が見られる国でのウイルス遺伝子解析
が行われた。 
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